
ウマに圭貞JJ
～　ウマの目撃情報が激増　～

今年の〇月ころから、みなかみ町を中心とした沼田警察署管内に

訴いて、ウマの目撃情報が激増してい手す。

十分注意しきし占う。

「あっウマだ． �H」こん �■ �時、 �これだ �什 �惨 �覚えて訴こう〃 

I　ウマに対してやって惇いけないこと

（1）ウマに出くわしても、騒がない。

ウマも人間のことを恐れてい手す。

しかし塔から、「子連れの疇ケマ」捗、子ケマを守るために襲って

くる場合があり手す。

神経を連塔でし啓いた助にも、絶対に騒いで惇いけ手せん。

（2）背中を向けたり、逃げたりしない。

ウマは、「逃げるものを追う」習性があり手す。

怖くても、との嶋から走って逃げたりしてはいけさせん。

視線をどら±す、蟹の書手静かに経ず士目して、ウマから離れ手しきう。

（3）　椚〆弓のレン天を向けたり、ワ弓ヤシュをたか窃い。

ウマを極度に驚かせ、興奮ませてし手い手書。

絶対にや助手しきう。

2　ウマへの対処方法（平素の心構え）

（1）持、笛、弓ジオ窃亡を携行する。

人の気配をウマに先に感じ±世事しきう。

（2）　出没時間帯は、朝夕が多い。

出没地点近くで行動する際捗、特に注意しさしよう。

☆　とにもかくにも「落ち着いた行動」が大切です。

ウマの出没は緊急事蕾です。すでに雷讐〇番して下まい。
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